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ごこ親機磯観霞這お監ぎ篭驚佳民意電顛奮発揮ずるため曹芸は歴の歳事な潜策句放線みぬ電必驚か誕   

滴鞄鞠僻見雛割  

田起会農産盛温組活動魅旦臣になる。  

◎（退職者の場合）排撃イ㈲聾鹿箆励が活動め方向性を決める。  

も必要。  

田（退職者⑳場合）屠婚イア直後め準備行動では、患慶應盈象盛観娃儀j養親慮温慮   

されぞいる。  

◎（退職者の場合）探索行動を始めるきっかには、広報媒体や  

ブミ：こ、が、  

0（退職者の場合）退職した途端に地域で迷子にな地こと≡そが尭事。戦   
後に慧≪り上げたライフコ間スを解体するというところをまずやる必要がある。地域に出ていくと  
きも．戻るという姿勢ではなく、初め二∈参触させ工いただく  のだとし  .O 

8 塵豊艶弘一誘われて参担したという人が圧倒的に多い。活動の申にÅってもらうようにずるg≡  
ほ相当  なのではないか。  

羞／．葵條発膵ず呼義詔簑へ稜線みき  

√、．ii．ミj嶺・的   でないといけないく‥  

るムが欲しいハ  

するボランティアヨ闇ディネ幽夕他の役割が重要。  

ー13－   



0社会参加は枠を誰かが用意して、その中に引っ張り込んでくるのではなく、畠金藍患翌盈盈笠   

塵塵窪地避恕を議論すべき。  

0 雷』タイア後の高齢者に対して自治体がアブロ叩草する際にもつべき視点は、①定年退職後の  

活動を生涯学習として位置づける生  や ②高齢者が地域で  

義視息ち③講座の後、OB会をつくるなどj判駐独を重腰豊違盈点、④図書館、博物館、東学の  
公開講座など  

盈祝意且⑥修了証の発行など  _1 ⑧ネ、ニ′トリー・、クが  
充実して地域が安全円安心i  なることによって経済活動が向上するという   

iキ1視点、（雪）  

姐 0地霊盤璽腰塵活   
劇上嶋い組織と漉し）組織の違いは論点。  

0 男性が参加する場合に、男性社会のロジックをそのまま地域活動に持ち込むケ醐呆が多しもが句  

とは遅う地域¢フラツ  が必要．J  

◎（高齢者や退職者の場合）世代間のギャップ∵男女間のギャップを乗り越えるにほ  

整芝長塩後金にもう剛酬回導き入れてぬ甘る真贋が必要。（福井県の子育て支援活動の事例）  

○ 芸れ意で』篭ろいろなÅにお世話になってÅ生≡こまでやっできたのだから、   

恕疫追．勉追毯ようにしてほし』、。  

◎ 活動に参加してきたÅが遮の克た琶  か のアイデアが大事。  リク叶∵‥卜し－、、●・く．る   

Q 有償性を見直すなど胤い）互酬性但蛙鰻重を現実的に考えることも必要。  

が有効ではない億㌔  ¢（退職者の場合）社会参加には、  

ト ∴ル∴・・人、柑セン針・…が   参迦坦豊宣虹仕上宣ふ．ミ．一巨ミ．；i…  

磨もある。また。ニッチの産業としての福祉商量丞のような≡ともある。   



£灘閣や故協薫。、燕開幕塵1民生費巌＄鞄匿活動等ぎ芸お拷愚健鷹番凝冒怯ど彗轟る鵡蓉か：湊  

；・．・さ  

◎地域福祉計画では、計画作りだけでなく推進齢盈ことが必要。  

8亜艶地でどのように計画を作るかということでは、①自治体はその別   

嘗のデ触タを全部出し、住民が自分たちの地域のことを本格的に議論できるようにすることが必  
要、②防災の問題は福祉と密着しており、  

ぞ≪るのではないか。  

するとさまざまな問題の見通しができ  

◎ 敷地魔豊艶 艶画と地域福祉邁軌言帽紅麹域題祉計画が   

自治体♭ぺ飽に反映されてくるのではないか。  
象になればち住民活動が  

ことで社協や民生委員の活動が変わる、地域づ   

≪りの孟ネルギⅦにつながるということもあるのではないか。  

規塞は、社会福祉法の前身が社会福祉事業法のため歴史的にも事業者   

団体のクラブのような性格が強く、珪民象艶毯温動線。今、地域福祉の基盤と』  

竃恥地域団体も自 、 町内会等や様々なボランタリ州な動きがある申習も量  

産雲煙邸現行のままでいいのか。  

祉協議会の位  

◎ 経済界も商店街、生協、社会・教育関係団体JNPO関係の参加ぎ≡ヨら、では、理事嘩評議員だ悸で  

なく℃塞豊艶騨＼が重要。  
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